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特徴（写真：厚真町桜丘）
・長い滑り距離
・厚さ：３ｍ強程度
・必ずしも急斜面ではない
・オレンジ軽石層（樽前ｄ：9000年前噴火）の斜面崩壊
・軽石の激しい風化は認められない
・発泡度が良い（見かけ密度 400～600 kg/m3、文献値）
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↑軽石 ↑道路より崩壊斜面を望む ↑道路から下流側を望む



連続 局所（急崖、谷筋、裸地・植林地）
▲ △ ９０００年年より最近の軽石層の斜面崩壊
■ □ オレンジ軽石層（樽前ｄ：９０００年前噴火）の斜面崩壊
▼ ▽ ９０００年前より古い軽石層の斜面崩壊
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◇ 液状化、開口割れ目、切土・盛土被害など
× 地震以前の斜面崩壊
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園芸用土採取地で小規模崩壊□
旧鹿沼小学校◇

割れ目
a)北北西―南南東、東上がり

b)西北西-東南東、開口
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気象庁「平成３０年北海道胆振東部地震」（第９報）震度図と
斜面崩壊分布はおおむね一致するが、要検討

❓



ｓ

北海道の特徴的な土壌―１
≪火山性土壌①≫火山灰の起源と分布
近堂祐弘＝帯広畜産大学畜産学部教授

厚真周辺には
多数の降下火砕物（火山灰・軽石など）の分布域



最近９０００年間の
樽前火山を給源とする
軽石層の分布（古川１９９８）と
胆振東部地震による
地滑り分布（国土地理院判読）

オレンジ軽石層（樽前ｄ、９０００年前噴火）の分布軸



石狩低地東縁断層帯周辺の地質図（背景：赤色立体地図）
と活断層（赤線）：産総研地質図Naviより
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解析：国土地理院
原初データ所有：JAXA
地震予知連絡会SAR解析ワーキンググループ



【まとめ】
斜面崩壊分布（広域視点）は
・震度分布との位置関係は要検討
・多数の降下火砕物層（軽石層など）が分布
・樽前ｄ（9000年前噴火）の噴火軸方向
・石狩平野から日高山脈間の丘陵地域
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崩壊の特徴（写真：厚真町桜丘）
・長い滑り距離
・厚さ：３ｍ強程度
・必ずしも急斜面ではない
・オレンジ軽石層（樽前ｄ：9000年前
噴火）の崩壊

・軽石の激しい風化は認められない
・発泡度・淘汰度が良い軽石
（見かけ密度 400～600 kg/m3、文献値）
＊通常は水はけがよいが、大雨時は保水
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